
平成２６年度　清流の国ぎふ森林・環境基金事業　計画一覧
予算額

（千円）

環境保全林整備事業
水源林等における間伐を行う市町村
等への助成

3,300ha 433,262
従来の除間伐の事業費（200千円/ha　上限）に、「森林所有者の特定、同意の取り
付け等に要する経費（38,000円/ha）を上乗せ

水源林境界明確化促進事
業

水源林の境界の明確化作業を行う
市町村等への助成

100ha 15,170

県民協働による森の通信
簿事業

水源地域等の森林の機能評価活動
を行う団体への助成

5箇所・団体 5,000
２６年度新規事業（県民向け普及啓発事業として、水源林の現状を理解し、保全意
識を高めるための県民参加型事業）を実施

2 水源林公有林化支援事業
森林の公有林化を行う市町村への
助成

35ha 22,000
公有林化の助成（1箇所あたり10,000千円上限）に加え、新たに県民向け普及啓発
事業（水源林の写真コンテストやテレビ制作・放映等のＰＲ）を実施

3 里山林整備事業
里山林整備を行う市町村等への助
成

600ha 223,625
従来の侵入竹や不用木の除去等７項目に加え、「危険木の除去」、里山林と集落・
農地との「バッファーゾーン（緩衝帯）の整備」を追加

整備1箇所

選定1箇所

流域協働による河川清掃活動を行う
団体等への助成

4流域 4,300

流域協働による河川清掃活動の実
施

4流域 49,300

6
イタセンパラ域外保全推
進事業

イタセンパラの生息域外保全の実施 1箇所（各務原市） 744

個体数調整のためのニホンジカの捕
獲を行う市町村への助成

2,654頭 67,000
従来のニホンジカの個体数調整捕獲への助成に加え、以下の事業を追加
○わな捕獲体制整備モデル事業　13地区
○わな捕獲技術向上研修会開催　県内10箇所

捕獲オリ　100基

処理設備　10基

有害鳥獣対策に従事する市町村職
員の育成の助成

5人 2,500

8
野生動物総合対策推進事
業

鳥獣対策に関する調査研究（岐阜大
学寄附講座設置）

1機関 21,248

生きものにぎわうため池
再生事業

ため池の生態系を回復する外来種
駆除等の実施

5箇所 2,500

生きものにぎわう水田再生
事業

水田魚道の設置の推進（研修会の
開催）

1地区 3,000

里地生態系保全支援事業
（団体支援）

里地生態系を復活させる取組みを行
う団体への助成

4団体 10,200

里地生態系保全支援事業
（市町村支援）

里地の生態系保全活動を行う市町
村への助成

5市町村 5,000

10 河川魚道の機能回復事業
県管理河川の魚道の適切な維持管
理の実施

673箇所 70,000

11 地域協働水質改善事業
地域河川の水質問題に対する地域
の取組みへの支援

1地域（輪之内町） 7,742

12
上流域と下流域の交流事
業

上流域、下流域の環境を理解するツ
アーの実施

15回 9,252

13
木の香る快適な教育施設
等整備事業

教育福祉関連施設等の木造化、内
装木質化を行う市町村、関係法人等
への助成

13施設 208,000
教育福祉関連施設の木造化、内装木質化の助成に加え、「県が指定する重要文化
財又は重要有形民俗文化財の修復」の助成（1施設あたり50,000千円上限）を追加

ぎふの木で学校まるごと
木製品導入事業

学校等の机・椅子などの導入を行う
市町村等への助成

1,200セット 12,000

ぎふの木育教材導入支援
事業

ぎふの木を使った教材の導入を行う
学校等への助成

50施設 5,000

ﾎﾞｲﾗｰ2施設

ｽﾄｰﾌﾞ100台

県民協働による未利用材
の搬出促進事業

県民協働による未利用材の搬出を
行う市町村への助成

4,200ｔ 6,400

16
清流の国ぎふ地域活動支
援事業

森、川づくり等環境保全活動を行う
団体等への助成

37件 23,000
団体応募多数に付き予算を拡充（H25:16,000千円 → H26:23,000千円）
　＊応募数・・・H24：34件、H25：47件、H26：43件
　＊採択数・・・H24：31件、H25：36件、H26：37件

17
森と木と水の環境教育推
進事業

子どもたちを対象とした環境教育の
実施

80校（園） 12,000
従来の幼稚・保育園における「木育教室」や小中学校・高校における「緑と水の子ど
も会議」に加え、木育指導者育成研修会等の開催を追加

18
森から生まれる環境価値
普及促進事業

カーボン・オフセットを行う団体への
助成等

9団体 5,000

19 エコツーリズム促進事業 エコツアー実施団体等への助成等 4団体 10,060
団体支援（1団体あたり1,500千円上限）に加え、以下の事業を追加
○エコツーリズム団体の認定委員会の開催1回
○エコツーリズムモデル地域の設定　1地域

清流の国ぎふ森林・環境
税事業推進事業

森林・環境税の広報ＰＲ、事業評価
審議会の開催

一式 9,800
森林・環境税の認知度向上に向けた広報PR強化のため予算を拡充
（H25:4,000千円 → H26:9,800千円）

生物多様性に配慮した地
域づくり普及推進事業

生物多様性に関する地域セミナーの
開催

一式 4,000 「生物多様性ぎふデーターベース」や「生物多様性ぎふ」ポータルを県HPに整備

21
清流の国ぎふ市町村提案
事業

市町村が提案する事業への助成 56件 125,000
市町村応募多数に付き予算を拡充（H25:100,000千円 → H26:125,000千円）
　＊要望状況H25：76件（114,958千円）
　　　　　　　　 H26：81件（198,163千円）

（千円）

20

木質バイオマス利用施設
導入促進事業

5

7

9

14

15

1,463,903

H26年度からの拡充点

流域清掃活動推進事業

55,000

野生生物保護管理事業 アライグマ等の捕獲オリ及び処理設
備の購入を行う市町村への助成

1,800

公共施設等における木質バイオマス
利用施設の導入を行う市町村等へ
の助成

35,000

森林・環境基金事業名 事業の概要 計画量

環境保全モデル林整備事
業

環境保全モデル林の選定、整備・活
用計画の策定4

1
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